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図書の譜 第 24 号







































































































































２ 牧野精一著『五・一五テロ事件秘史』(精華書房 , 1932・10)
３ 覆面浪人著『馬賊になるまで』(後楽社 , 1924・２)
４ 谷村黄石洞著『夢判断と夢の研究』(黄石文書刊行会 , 1933・７）



























































































































































































































































































































































































































































































図書の譜 第 24 号
第５項 処分
第３節 新聞紙条例・新聞紙法ニ依ルモノ












































































































































































では、このあと 10 分ほど休憩をとりたいと思います。10 分後に後半の
部を再開したいと思いますので、よろしくお願いいたします。
― 休 憩 ―





















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































図書の譜 第 24 号
コレクションがいまどんな状態で保存されているのかを見たいということ
で、こちらの図書館事務室の菊池さんに紹介していただき、和泉図書館の
蔵書室を見せてもらって、私も一緒に伺ったことがあります。そのとき、
蔵書がきれいに整理されて分類されて並んでいるのを見て、たいへんご家
族の方も喜んでおられました。今回のこの件についても、奥様は、ほんと
うは出ていきたいところだけれども、もうとてもその力がない、このパン
フレットを送ってもらって、非常に嬉しいということを、電話で私におっ
しゃっておりました。
そんな意味で、私は今日とても感銘を受けて聞かせていただきました。
ありがとうございました。
須川：福島さん、どうもありがとうございました。
では、私どもの話はこれにて終了させていただきたいと思います。平凡
社の湯原公浩さんでした（拍手）。
図書館の入口近くにありますギャラリーで城市郎文庫の展示を行ってお
りますので、お帰りの際、ぜひごらんいただければと思います。また先ほ
どのお話にも出ました「米沢嘉博記念図書館」も、この図書館の裏あたり
にございまして、いまは「コミックマーケット展」というのをやっている
ようですので、ご興味のある方は、展示ともどもお運びいただければ幸い
です。
それでは竹内先生、よろしくお願いいたします。
司会：湯原さん、長時間にわたりまして貴重なお話をありがとうございま
した。須川さん、ありがとうございました。
では、これをもちまして、今回の講演会終了とさせていただきます。本
日は、どうもありがとうございました。（拍手）
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